
工法名： アルミ製スラブ用システム型枠（グリッドフレックス） No. 2018-躯体(RC)-20

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

　出典：ペリー・ジャパン株式会社ホームページより　カタログを2017/9/4にダウンロード IT化 多能工化・共業化 電工

　https://www.peri.co.jp/products/formwork/slab-formwork/gridflex.html 特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

Phase0（営業）

特　許 なし

メーカー等 ペリー・ジャパン株式会社

備　考
・No.2018-躯体(RC)-03「システム型枠(Doka、Periなど)」も参照下さい。
・リース品のため、システム型枠部材は最終的に返却する。

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

根太と大引が一体となった標準パネル(アルミ製)と支柱材の2つのシステム
部材で構成される、スラブ用システム型枠工法。
組立手順は、下階の床から標準パネルと支柱材を組立て、合板を敷き込ん
で釘止めする。解体手順は、1パーツごとに支柱材・標準パネルを取外し、合
板を取外す順番で行う。 特　徴

・
効　果

・
メリット

【工期】
・型枠組立の工程を一部省略可能（根太、大引材の現場加工工程低減)。

【資材・労務】
・在来工法に比べて剛性が高いため、支柱材（パイプサポート)の所要数量を1
本/2㎡とできるため、パイプサポート数量を25%低減可能。
・組立労務手間を、30%低減可能(型枠加工手間含む)。
・解体労務手間を、50%低減可能。

【安全】
・標準パネルを下階床で施工可能(高所作業の低減)。

【環境（騒音対策)】
・解体時の騒音レベルを、30%低減可能。

適用条件 適用実績の多い建物：病院、宿舎、中高層の共同住宅(分譲)

写真① 標準パネル組立 写真② 標準パネル組立

(水平化)

写真③ 支柱材取付 写真④ 型枠用合板敷込み、釘止め

パネル重量:10kg/㎡


